

































































日本保育学会大会発表におけるピアノ指導に関する研究は 1985 年から 2000 年まで 56







2001 年からの発表では、弾き歌いのテーマが 20 件あり、そのうちコードを活用した指

























果的な指導法を検証する方法としてタイプの違う研究対象 A 校 B 校の授業実践を通し検討
することで、このやり方が有効であるかどうかを考察する。
１．研究対象校A、Bの概要（表１）
A 校（大学・定員 30 名）は楽器演奏 1・2・3（3 は選択）、幼児の音楽（それぞれ半期ずつ）
は、2 年間の授業の中で取り組む。15 人が 2 グループ。筆者が一人で全部担当し本研究の
みを採用して指導をおこなっている。
B 校（専門学校・定員 50 名）は、音楽Ⅰ・Ⅱ（通年）と、ピアノ奏法Ⅰ・Ⅱ（通年）の 2 年
間の授業がある。ピアノ奏法Ⅰ・Ⅱ（表 1 の網掛け部分）は、7～8 人で受けるピアノのレッ
スンであり教員は 6 名、ここの部分は A 校にはない。つまり B 校は A 校の 2 倍の時間を
音楽にあて、教員の数もかなり多い。筆者の担当は音楽Ⅰ・Ⅱであり、45 分歌唱指導（別の





各学校とも ML 教室で授業をおこなう。A 校では 3 分の 1 弱が男子学生であることもあ
り初学者が多い。B 校は女子のみであり、比較的ピアノ経験者が多く、音大を出ている学
生もおり、既卒者が半数以上、年齢も様々である。
















































『BASTIEN PIANO BASICS レベル 2』楽曲を弾き
ながら音楽構造やコードを学ぶ
弾き歌い指導
C, G7, F を使った曲を学ぶ
音楽（楽器演奏 2）［必修］
『BASTIEN PIANO BASICS レベル 2』楽曲を弾き
ながら音楽構造やコードを学ぶ
弾き歌い指導
































②左手 1 本指・右手 2 本指奏法
①にプラスしていく。右手をチョキにし教師が人差し指 1 本（Ⅰ）を出したらミ
ソ、パー（Ⅴ7）を出したらファソを弾く。歌いながら両手一緒に全音符分伸ばして弾
く。それが出来たら、2 分音符に刻み歌いながら弾く。さらに 4 分音符で左右左右と








































を突っ張りながらも『10 人のインディアン』は全員が達成することができる。また B 校で
は、ピアノ奏法の授業で先生から教則本を与えられ、楽譜と格闘している学校である。ゆ


















































































































A 校 1 年 28 人 2 年 17 人、B 校 1 年 41 人 2 年 33 人合計 119 人にアンケートをおこな



























































教材は『BASTIEN PIANO BASICS レベル 2』22）を使用する。この本を使う理由は、簡単
087和光大学現代人間学部紀要　第10号（2017年3月）
なピアノ曲と一緒に楽典がわかりやすく載っていることである。音程、ハ長調・ト長調・へ































































また今回 A 校 B 校の学生に 3 つの課題を立て実践してきたが、1 の両手伴奏法の弾き歌
いと 3 のイメージ奏に関しては、初学者も経験者も同じように全員到達できたことが大事
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